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波打ち際をゆく（山口県阿武町・惣
そう

郷
ごう

川
がわ

橋
きょう

梁
りょう

）

首
都
圏
か
ら
群
馬
県
南
西
部
の
長
野
県
境
に
あ
る

高
齢
化
率
日
本
一
の
南
牧
村
に
向
か
う
若
い
人
の
姿

が
最
近
、毎
月
の
よ
う
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

若
者
ら
が
昨
年
5
月
に
「
な
ん
も
く
大
学
」
を
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
上
に
開
校
し
た
か
ら
だ
。
村
内
に
借
り

た
古
民
家
を
改
修
、
10
人
が
泊
ま
れ
る
キ
ャ
ン
パ
ス

も
あ
る
。
大
学
講
師
は
村
民
た
ち
だ
。

今
年
1
月
授
業
の
「
メ
ー
プ
ル
シ
ロ
ッ
プ
採
集
」

に
は
12
人
の
学
生
が
参
加
、
社
会
人
が
9
人
、
残
り

は
大
学
生
と
高
校
生
だ
っ
た
。
長
谷
川
村
長
が
選
ん

だ
村
内
の
カ
エ
デ
の
木
に
ド
リ
ル
で
穴
を
明
け
、
そ

こ
に
パ
イ
プ
を
入
れ
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
樹
液
を
貯

め
た
。
3
月
授
業
は
樹
液
を
回
収
し
、
煮
詰
め
て
シ

ロ
ッ
プ
に
し
た
。
こ
れ
に
は
、
社
会
人
6
人
と
そ
の

娘
さ
ん
1
人
、大
学
生
1
人
の
8
人
が
参
加
。シ
ロ
ッ

プ
は
わ
ず
か
し
か
取
れ
ず
、パ
ン
に
ぬ
っ
て
食
べ
た
。

村
の
特
産
品
に
と
の
期
待
も
あ
っ
た
が
、
少
量
で
商

品
化
は
無
理
の
よ
う
だ
。

大
学
事
務
局
長
の
古
川
拓
慶
大
４
年
生
（
23
）
に

よ
る
と
、
開
校
後
の
昨
年
の
授
業
は
、
古
民
家
活
用
、

石
割
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
川
遊
び
と
保
育
園
の
体

験
学
習
誘
致
、
ツ
リ
ー
ハ
ウ
ス
見
学
と
山
登
り
、
古

民
家
改
修
・
薪
ス
ト
ー
ブ
設
置
、
村
長
と
山
の
見
学

の
６
件
。
昨
年
１
年
間
の
開
催
イ
ベ
ン
ト
は
、
村
の

ほ
し
い
も
加
工
体
験
会
、
東
京
都
内
で
の
南
牧
村
の

食
材
を
味
わ
う
会
、
村
の
カ
タ
ク
リ
祭
の
手
伝
い
、

村
の
農
業
祭
手
伝
い
と
大
学
の
サ
ー
ク
ル
合
宿
誘
致

な
ど
7
件
。
毎
月
の
よ
う
に
授
業
と
イ
ベ
ン
ト
を
し

て
い
る
。
大
学
の
入
会
者
は
約
2
６
0
人
。
学
生
登

録
を
し
て
い
る
の
は
約
60
人
と
い
う
。

南
牧
村
は
3
村
が
合
併
し
て
誕
生
し
た
１
9
5
5

年
に
は
国
勢
調
査
で
人
口
１
０
、5
7
3
人
だ
っ
た

が
、2
０
１
5
年
に
は
1
、9
7
9
人
と
8
割
も
減
っ

た
過
疎
地
。
こ
の
時
の
65
歳
以
上
は
日
本
一
の
60
・

5
％
を
占
め
た
。
民
間
シ
ン
ク
タ
ン
ク
「
日
本
創
成

会
議
」
が
2
０
１
４
年
に
発
表
し
た
消
滅
可
能
性
自

治
体
の
中
で
、
最
も
そ
の
可
能
性
が
高
い
、
と
さ
れ

た
。
そ
れ
だ
け
に
、
村
幹
部
は
「
カ
エ
デ
の
木
が
あ

る
こ
と
は
知
っ
て
い
て
も
、
シ
ロ
ッ
プ
を
作
ろ
う
な

ん
て
考
え
も
し
な
か
っ
た
。
少
し
ず
つ
だ
が
、
住
民

に
気
づ
き
を
生
ん
で
い
る
」
と
村
の
良
さ
の
再
発
見

を
喜
ん
で
い
る
。

「
な
ん
も
く
大
学
」
は
ど
う
し
て
生
ま
れ
た
の
か
。

古
川
君
に
よ
る
と
、
文
科
省
大
臣
補
佐
官
を
し
た
鈴

木
寛
氏
が
、
東
大
と
慶
大
の
教
授
で
そ
の
ゼ
ミ
と
、

2
０
１
2
年
に
A
I
な
ど
の
技
術
革
新
を
踏
ま
え
て

社
会
起
業
家
を
育
む
こ
と
を
狙
い
社
会
人
を
対
象
に

設
け
た
社
会
創
発
塾
、
の
3
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
集
ま

る
若
い
人
た
ち
が
設
立
し
た
。
仲
間
の
1
人
が
新
聞

記
者
で
南
牧
村
を
取
材
、
新
聞
に
連
載
し
た
の
が
発

端
。
記
者
は
村
の
豊
か
な
自
然
、
人
々
の
生
き
る
上

で
の
力
強
さ
、
温
か
さ
な
ど
を
知
り
、
都
会
人
が
忘

れ
て
い
る
「
生
き
る
力
」
を
も
っ
と
広
め
た
い
、
と

考
え
、
鈴
木
氏
の
グ
ル
ー
プ
を
中
心
に
メ
ン
バ
ー
を

募
っ
た
結
果
だ
、
と
い
う
。
村
の
ふ
る
さ
と
再
生
仕

掛
け
人
の
神
戸
と
み
子
さ
ん
夫
妻
ら
が
協
力
し
た
。

都
市
と
村
の
交
流
拠
点
「
な
ん
も
く
大
学
」

ネ
ッ
ト
上
に
開
校
～
高
齢
化
率
日
本
一
の
群
馬
・
南
牧
村
に
～

京都から下関まで、日本海
沿岸を走るJR山陰本線。波
打ち際に美しい曲線を描く
惣郷川橋梁は、山口県須佐
駅～宇田郷駅間にある鉄道
橋。荒波や潮風への耐食性
に優れ、海からの景観も、
列車内から望む景色も美し
いことから、人気の撮影ス
ポットとなっている。
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添田町

▲�寺西添田町長（左端）の案内で被災状況を視察する藤
原会長（中央）と永原福岡県町村会長（右端）

▲�東峰村の被災状況を視察

東峰村

添田町

東峰村

▲�寺西添田町長（右から二人目）などと意見交換

▲�流木や土砂による被災現場

藤
原
忠
彦
全
国
町
村
会
長
（
長
野
県
川
上
村
長
）
は
、
7
月

23
日
、永
原
譲
二
福
岡
県
町
村
会
長
（
大
任
町
長
）
と
と
も
に
、

九
州
北
部
豪
雨
災
害
で
被
害
の
あ
っ
た
福
岡
県
添
田
町
と
東
峰

村
を
訪
問
し
た
。

添
田
町
で
は
寺
西
明
男
町
長
と
、
東
峰
村
で
は
澁
谷
博
昭
村

長
と
そ
れ
ぞ
れ
面
談
、
被
災
状
況
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
今

後
の
課
題
等
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
っ
た
。
藤
原
会
長
は
、

復
旧
に
向
け
て
激
励
す
る
と
と
も
に
、被
災
現
場
を
視
察
し
た
。

意
見
交
換
で
は
、建
物
被
害
、
道
路
、
河
川
、
鉄
道
（
Ｊ
Ｒ
日

田
彦
山
線
）、農
地
・
農
業
用
施
設
等
広
範
囲
に
わ
た
る
被
害
が

出
て
い
る
こ
と
か
ら
、被
災
者
の
生
活
再
建
も
含
め
復
旧
・
復
興

に
向
け
た
取
組
が
迅
速
に
な
さ
れ
る
よ
う
国
に
要
請
し
て
い
る

こ
と
や
、
特
に
流
木
に
よ
る
被
害
の
状
況
が
極
め
て
大
き
く
、

今
後
各
地
で
豪
雨
等
が
発
生
し
た
際
の
被
害
を
小
さ
く
す
る
た

め
森
林
整
備
の
重
要
性
、
そ
の
た
め
の
財
源
と
な
る
全
国
森
林

環
境
税
の
早
期
実
現
の
必
要
性
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

▲�澁谷東峰村長（左）から説明を受ける藤原会長（右奥）
と永原福岡県町村会長（右手前）

東峰村

九
州
北
部
豪
雨
災
害
の
被
災
状
況
視
察
で

藤
原
会
長
が
福
岡
県
を
訪
問

全
国
町
村
会
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林
業
・
木
材
産
業
の
成
長
を
促
す

政
策
策
定
・
法
律
成
立

白
書
は
、
６
項
目
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
か
ら
始

ま
る
。
ト
ピ
ッ
ク
ス
の
冒
頭
を
飾
る
の
は
、

５
年
ぶ
り
に
変
更
さ
れ
た
新
た
な
「
森
林
・

林
業
基
本
計
画
」
の
策
定
。

森
林
は
、
国
土
保
全
、
水
源
涵か

ん

養
、
木
材

等
の
生
産
と
い
っ
た
多
く
の
機
能
に
よ
っ

て
、
国
民
生
活
や
国
民
経
済
に
大
き
く
貢
献

し
て
い
る
。
ま
た
、
現
在
、
戦
後
造
林
さ
れ

た
人
工
林
が
本
格
的
な
利
用
期
を
迎
え
る
。

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
森
林
・
林
業
政
策
の
基

と
な
る
「
森
林
・
林
業
基
本
計
画
」
の
最
新

版
に
は
「
資
源
の
循
環
利
用
に
よ
る
林
業
の

成
長
産
業
化
」、「
原
木
の
安
定
供
給
体
制
の

構
築
」、「
木
材
産
業
の
競
争
力
強
化
と
新
た

な
木
材
需
要
の
創
出
」
の
推
進
が
掲
げ
ら
れ

て
い
る
。
加
え
て
「
林
業
・
木
材
産
業
の
成

長
を
通
じ
て
地
方
創
生
」を
図
る
と
と
も
に
、

「
地
球
温
暖
化
の
防
止
や
生
物
多
様
性
の
保

全
」
の
推
進
も
組
み
込
む
。

ト
ピ
ッ
ク
ス
２
は
、「
森
林
法
等
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
」
の
成
立
に
な
る
。　
　

森
林
所
有
者
の
世
代
交
代
に
よ
り
森
林
経

営
意
欲
が
低
下
し
、
原
木
の
安
定
的
か
つ
低

コ
ス
ト
で
の
供
給
が
十
分
に
行
わ
れ
て
い
な

い
等
の
状
況
が
あ
る
。
同
法
律
は
森
林
・
林

業
・
木
材
産
業
を
巡
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に

法
制
面
か
ら
対
応
す
る
た
め
、
森
林
法
を
含

む
５
本
の
法
律
を
一
部
改
正
し
た
内
容
と
な

る
。
改
正
に
よ
っ
て
、
森
林
資
源
の
再
造
成

の
確
保
、国
産
材
の
安
定
供
給
体
制
の
構
築
、

森
林
の
公
益
的
機
能
の
維
持
増
進
を
図
っ
て

い
く
。

ト
ピ
ッ
ク
ス
３
は
、「
合
法
伐
採
木
材
等

の
流
通
及
び
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
」

（
ク
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
法
）
成
立
に
つ
い
て
。

同
法
律
に
よ
り
木
材
関
連
事
業
者
は
、
取
り

扱
う
木
材
が
我
が
国
や
原
産
国
の
法
令
に
適

合
し
て
伐
採
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
確
認
等
が

求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ト
ピ
ッ
ク
ス
４
は
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ
の
普
及
に
向

け
た
基
準
の
整
備
と
新
た
な
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ

の
公
表
と
な
る
。

日
本
で
は
、
中
高
層
の
建
築
物
や
低
層
の

非
住
宅
に
お
け
る
木
造
率
が
低
く
な
っ
て
い

る
。
し
か
し
、
欧
米
諸
国
で
は
、
新
し
い
木

材
製
品
「
Ｃ
Ｌ
Ｔ
（C

ross Lam
inated 

T
im

ber

）（
直
交
集
成
板
）」を
壁
や
床
等
に

活
用
す
る
こ
と
で
、
共
同
住
宅
、
オ
フ
ィ
ス

ビ
ル
と
い
っ
た
中
高
層
建
築
物
等
の
木
造
化

を
進
め
る
。「
Ｃ
Ｌ
Ｔ
の
普
及
に
向
け
た
新

た
な
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
」を
公
表
す
る
こ
と
で
、

我
が
国
も
Ｃ
Ｌ
Ｔ
の
普
及
に
よ
る
新
た
な
木

材
需
要
創
出
を
ね
ら
う
。

ト
ピ
ッ
ク
ス
５
で
は
、
熊
本
地
震
や
台
風

災
害
の
発
生
と
復
旧
へ
の
取
組
に
ふ
れ
る
。

熊
本
地
震
に
よ
る
林
地
荒
廃
、治
山
施
設
・

林
道
施
設
・
木
材
加
工
施
設
等
の
被
害
総
額

は
、
約
３
９
６
億
円
に
も
達
す
る
。

こ
う
し
た
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
熊

本
地
震
発
生
当
日
よ
り
、
林
野
庁
九
州
森
林

管
理
局
で
は
、
大
会
議
室
と
旧
食
堂
を
避
難

場
所
と
し
て
開
放
す
る
な
ど
し
て
対
応
。
ま

た
、
熊
本
県
等
と
合
同
で
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を

用
い
上
空
か
ら
の
被
害
調
査
を
実
施
。
亀
裂

や
崩
壊
な
ど
の
調
査
結
果
は
、
豪
雨
等
の
警

戒
避
難
体
制
整
備
や
、
治
山
事
業
計
画
の
策

定
資
料
と
し
て
活
用
で
き
る
よ
う
に
、
林
野

庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
て
い
る
。

ト
ピ
ッ
ク
ス
６
で
は
、「
農
林
水
産
祭
」

林
産
部
門
に
お
け
る
、
天
皇
杯
、
内
閣
総
理

大
臣
賞
、
日
本
農
林
漁
業
振
興
会
会
長
賞
の

受
賞
者
を
紹
介
す
る
。

林業の成長産業化、木材需要の創出掲げる
新「森林・林業基本計画」

　

2
0
1
6
年
度
「
森
林
・
林
業
白
書
」
は
、「
成
長
産
業
化
に
向
け
た
新
た
な
技

術
の
導
入
」
を
特
集
。
新
た
な
「
森
林
・
林
業
基
本
計
画
」
で
掲
げ
ら
れ
た
諸
課
題

や
そ
れ
ら
へ
の
取
組
等
に
つ
い
て
、
全
国
の
様
々
な
事
例
も
紹
介
し
て
い
る
。
長
期

に
わ
た
る
林
業
産
出
額
・
林
業
所
得
の
減
少
が
示
す
よ
う
に
厳
し
い
状
況
に
あ
っ
た

林
業
・
木
材
産
業
。
し
か
し
、
木
材
自
給
率
は
2
0
1
5
年
ま
で
5
年
連
続
で
上
昇

し
、
30
％
台
に
回
復
す
る
等
明
る
い
兆
し
が
み
え
て
き
た
。
新
た
な
「
森
林
・
林
業

基
本
計
画
」
に
は
そ
れ
に
弾
み
を
つ
け
る
様
々
な
政
策
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

2016年度「森林・林業白書」

政 策 解 説
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新
た
な
技
術
導
入
で

生
産
性
向
上
を

特
集
章
と
な
る
第
1
章
で
は
「
成
長
産
業

化
に
向
け
た
新
た
な
技
術
の
導
入
」
を
テ
ー

マ
に
林
業
の
生
産
性
の
向
上
や
木
材
需
要
の

創
出
を
図
る
た
め
の
新
た
な
技
術
の
導
入
状

況
や
課
題
を
説
明
し
て
い
る
。

「
林
業
の
生
産
性
向
上
の
た
め
の
技
術
」

と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
伐
採

か
ら
地
拵

ご
し
ら

え
・
植
栽
ま
で
を
一
体
的
に
実
施

す
る
「
伐
採
と
造
林
の
一
貫
作
業
シ
ス
テ

ム
」、「
コ
ン
テ
ナ
苗
の
大
量
生
産
技
術
」、「
低

密
度
で
の
植
栽
と
優
良
品
種
の
開
発
」、「
早

生
樹
種
の
導
入
に
向
け
た
技
術
」、「
鳥
獣
被

害
対
策
の
た
め
の
新
た
な
技
術
」、「
高
性
能

林
業
機
械
の
開
発
」
と
な
る
。
こ
の
他
に
も

森
林
情
報
の
整
備
、
林
業
経
営
や
木
材
流
通

で
利
用
す
る
「
情
報
通
信
技
術
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）

の
活
用
」、「
木
材
需
要
の
拡
大
に
向
け
た
技

術
」
と
「
花
粉
の
発
生
を
抑
え
る
技
術
」
が

あ
が
っ
て
い
る
。

有
効
性
が
実
証
さ
れ
た
新
た
な
技
術
の
導

入
の
た
め
に
、
都
道
府
県
や
国
等
に
よ
る
普

及
活
動
の
必
要
性
も
訴
え
る
。

森
林
の
機
能
活
用
に
欠
か
せ
な
い

整
備
・
保
全

第
2
章
は
、
森
林
の
整
備
・
保
全
に
つ
い

て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

我
が
国
の
森
林
面
積
は
約
２
、
５
０
０
万

ha
と
国
土
の
約
３
分
の
２
を
占
め
、
こ
の
う

ち
約
４
割
の
１
、
０
０
０
万
ha
程
が
人
工
林

に
な
る
。
こ
の
広
大
な
森
林
の
有
す
る
国
土

保
全
、水
源
涵
養
、地
球
温
暖
化
防
止
と
い
っ

た
機
能
を
活
用
す
る
た
め
に
、
間
伐
や
伐
採

後
に
再
造
林
の
森
林
整
備
を
行
い
、
保
安
林

の
管
理
、
治
山
対
策
、
野
生
鳥
獣
被
害
対
策

等
と
い
っ
た
保
全
が
欠
か
せ
な
い
と
説
明
す

る
。

進
む
林
家
・
林
業
経
営
体
の

規
模
拡
大

第
3
章
は
林
業
と
山
村
に
つ
い
て
書
か
れ

て
い
る
。

林
業
生
産
活
動
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
る

木
材
、
栽
培
き
の
こ
類
、
薪
炭
等
を
合
算
し

た
林
業
産
出
額
は
、
１
９
８
０
年
を
ピ
ー
ク

に
長
期
間
減
少
基
調
に
あ
り
、
２
０
１
５
年

は
前
年
比
３
％
減
の
4
、
３
６
３
億
円
と

な
っ
て
い
る
。
内
訳
を
み
る
と
、
木
材
生
産

は
前
年
比
７
％
減
の
2
、
１
８
３
億
円
、
次

ぐ
栽
培
き
の
こ
類
生
産
は
、
前
年
比
１
％
増

の
2
、
１
１
０
億
円
と
な
っ
て
い
る
。
栽
培

き
の
こ
類
生
産
の
産
出
額
は
、
１
９
８
３
年

以
降
、
２
、
０
０
０
億
円
程
度
で
推
移
し
て

お
り
、
地
域
経
済
の
活
性
化
や
雇
用
の
確
保

に
大
き
く
寄
与
し
続
け
る
。

国
産
材
の
生
産
量
に
目
を
や
る
と
、
２
０

０
２
年
の
1
、
５
０
９
万
㎥
を
底
に
増
加
に

転
じ
、２
０
１
５
年
は
2
、０
０
５
万
㎥
に
ま

で
増
え
て
い
る
。
樹
種
別
で
は
ス
ギ
が
最
も

多
く
、全
体
の
56
％
を
占
め
る（
図
１
参
照
）。

林
家
数
は
10
年
前
と
比
べ
、
10
％
減
少
し

た
が
、
１
林
家
当
た
り
の
保
有
山
林
面
積
は

11
％
増
加
。
ま
た
、
林
業
経
営
体
数
が
57
％

減
少
す
る
一
方
で
、
１
林
業
経
営
体
当
た
り

の
保
有
山
林
面
積
は
74
％
拡
大
し
て
い
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
林
家
や
林
業
経
営
体
の
規
模

拡
大
が
進
ん
で
い
る
こ
と
が
み
て
と
れ
る
。

林
業
の
重
点
課
題
で
あ
る
生
産
性
の
向
上

に
向
け
て
は
、
複
数
の
森
林
所
有
者
の
も
つ

森
林
を
取
り
ま
と
め
、
森
林
施
業
を
一
体
的

に
実
施
す
る
「
施
業
の
集
約
化
」
が
不
可
欠

と
な
る
。
そ
の
た
め
、
提
案
型
集
約
化
施
業

を
担
う
「
森
林
施
業
プ
ラ
ン
ナ
ー
」
の
育
成
、

現
場
の
状
況
に
応
じ
た
森
林
経
営
計
画
制
度

の
運
用
、
集
約
化
に
必
要
な
調
査
や
合
意
形

成
等
を
推
進
し
て
い
く
。

住
民
が
林
業
を
営
む
場
と
な
る
山
村
の
振

興
は
、
林
業
の
成
長
産
業
化
が
大
き
な
鍵
を

握
る
。「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合

戦
略
（
２
０
１
６
年
改
訂
版
）」
等
で
は
、

地
方
創
生
の
基
本
目
標
達
成
の
た
め
の
施
策

と
し
て
林
業
の
成
長
産
業
化
が
あ
げ
ら
れ
、

木
材
需
要
の
拡
大
や
国
産
材
の
安
定
供
給
体

制
の
構
築
と
い
っ
た
取
組
を
推
進
す
る
と
し

て
い
る
。木

材
自
給
率
上
昇
で
、

30
％
代
回
復

第
4
章
で
解
説
す
る
の
は
、
木
材
産
業
と

木
材
利
用
に
つ
い
て
。

国産材の生産量の推移
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（万㎥）

（年）

4,5254,525

1,9231,923

420420

956956

3,5273,527

1,3881,388

357357

843843

3,1373,137

1,1231,123

338338
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123123

3,1523,152

1,1281,128

327327
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166166
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広葉樹

その他針葉樹

アカマツ・クロマツ

エゾマツ・トドマツ

カラマツ

ヒノキ

スギ

　注：製材用材、合板用材及び
チップ用材が対象（パル
プ用材、その他用材、し
いたけ原木、燃料材、輸
出を含まない。）。

資料：農林水産省「木材需給報
告書」
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世
界
に
お
け
る
木
材
消
費
量
は
２
０
０
８

年
秋
か
ら
減
少
し
て
い
た
が
、
２
０
１
０
年

以
降
は
再
び
増
加
傾
向
を
た
ど
る
。

一
方
、
我
が
国
の
木
材
需

要
量
を
み
る
と
、
２
０
０
９

年
を
底
に
持
ち
直
し
て
い
る

も
の
の
、
未
だ
リ
ー
マ
ン

シ
ョ
ッ
ク
前
の
２
０
０
８
年

の
水
準
に
は
回
復
せ
ず
、
２

０
１
５
年
に
は
7
、
５
１
６

万
㎥
（
丸
太
換
算
、
以
下
同

じ
）
に
留
ま
っ
て
い
る
。

そ
う
い
っ
た
中
で
の
国
産

材
供
給
量
は
と
い
え
ば
、
２

０
０
２
年
を
底
に
増
加
し
て

き
て
お
り
、
２
０
１
５
年
は

２
、
４
９
２
万
㎥
を
記
録
し

た
。丸

太
、
製
品
、
燃
料
材
か

ら
な
る
木
材
輸
入
量
の
ピ
ー

ク
は
１
９
９
６
年
で
、
そ
れ

以
降
は
減
少
基
調
で
推
移

し
、
２
０
１
５
年
に
は
５
、

０
２
４
万
㎥
と
な
る
。
約
９

割
が
製
品
で
の
輸
入
と
な
っ

て
い
る
。 

国
産
材
供
給
量
の
増
加
に

伴
い
、
木
材
自
給
率
も
２
０

０
２
年
を
底
に
回
復
傾
向
を

た
ど
る
。
２
０
１
５
年
ま
で

５
年
上
昇
し
続
け
、
２
０
１

４
年
に
は
26
年
ぶ
り
に
30
％
台
に
戻
り
、
２

０
１
５
年
は
33
・
2
％
を
示
す
。
林
業
や
木

材
産
業
に
明
る
い
兆
し
が
み
え
て
き
た
と
い

え
る
（
図
２
参
照
）。

我
が
国
で
は
、
木
材
需
要
の
約
４
割
、
国

産
材
需
要
の
過
半
が
建
築
用
材
と
な
っ
て
い

る
。
な
か
で
も
住
宅
の
木
造
率
は
高
く
、
特

に
新
設
住
宅
着
工
戸
数
の
約
半
分
が
木
造
と

な
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
住
宅
向
け
建
築

用
材
需
要
は
、
と
り
わ
け
国
産
材
の
需
要
を

左
右
す
る
こ
と
に
な
る
。

戦
後
、
森
林
資
源
の
枯
渇
を
理
由
に
、
公

共
建
築
物
の
木
材
利
用
が
控
え
ら
れ
た
時
期

が
あ
っ
た
。
し
か
し
近
年
は
、
公
共
建
築
物

を
木
造
・
木
質
化
す
る
こ
と
で
、
木
造
建
築

の
良
さ
の
周
知
を
ね
ら
う
。
実
際
に
公
共
建

築
物
の
木
造
率
は
上
昇
し
て
い
る
。

目
的
別
５
タ
イ
プ
に
応
じ
た

国
有
林
野
の
整
備
・
保
全

第
5
章
は
、
国
有
林
野
の
管
理
経
営
に
つ

い
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

７
５
８
万
ha
に
広
が
る
国
有
林
野
は
、
日

本
の
国
土
面
積
の
約
２
割
、
森
林
面
積
の
約

３
割
を
占
め
る
。
奥
地
脊せ

き

梁
り
ょ
う

山
地
や
水
源

地
域
に
広
く
分
布
し
、
国
土
保
全
、
水
源
涵

養
に
加
え
、
世
界
自
然
遺
産
の
陸
域
の
95
％

を
占
め
る
こ
と
か
ら
生
物
多
様
性
の
保
全
面

も
含
む
高
い
公
益
的
機
能
を
担
う
。
そ
の
た

め
、
重
要
な
国
民
共
通
の
財
産
と
位
置
づ
け

ら
れ
、
林
野
庁
が
国
有
林
野
事
業
と
し
て
一

元
的
に
管
理
経
営
を
手
掛
け
る
。

国
有
林
野
は
重
視
す
べ
き
機
能
に
応
じ
て

「
山
地
災
害
防
止
」、「
自
然
維
持
」、「
森
林
空

間
利
用
」、「
快
適
環
境
形
成
」、「
水
源
涵
養
」

の
５
つ
の
タ
イ
プ
に
区
分
さ
れ
、
タ
イ
プ
に

応
じ
た
森
林
の
整
備
・
保
全
が
進
む
。

東
日
本
大
震
災
の
被
災
木
材
加
工
・

流
通
施
設
が
操
業
再
開

第
6
章
で
は
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復

興
に
つ
い
て
扱
う
。

東
日
本
大
震
災
で
は
、15
県
で
林
地
荒
廃
、

治
山
・
林
道
施
設
の
被
害
等
が
発
生
し
た
も

の
の
、
災
害
復
旧
箇
所
の
95
％
の
工
事
が
完

了
し
て
い
る
。
被
災
し
た
木
材
加
工
・
流
通

施
設
（
全
国
１
１
５
カ
所
）
に
は
、
廃
棄
・

復
旧
・
整
備
等
を
支
援
し
、
98
カ
所
が
操
業

を
再
開
し
て
い
る
。
林
業
生
産
や
木
材
製
品

の
生
産
は
、
お
お
む
ね
震
災
前
の
水
準
に
ま

で
回
復
し
た
と
み
る
。

復
興
で
も
積
極
的
に
木
材
の
活
用
を
掲

げ
、
応
急
仮
設
住
宅
の
４
分
の
１
以
上
（
約

１
万
５
千
戸
）
を
木
造
に
し
た
。
災
害
公
営

住
宅
の
２
割
以
上
（
約
７
千
戸
）
も
木
造
で

建
設
し
て
い
く
。 

地
震
と
津
波
で
生
じ
た
木
質
系
災
害
廃
棄

物
は
木
質
ボ
ー
ド
の
原
料
や
ボ
イ
ラ
ー
燃

料
、
発
電
等
に
利
用
し
て
、
木
材
の
有
効
活

用
の
徹
底
を
図
る
。

原
子
力
災
害
復
興
に
つ
い
て
は
、国
は
県
・

市
町
村
と
連
携
し
つ
つ
「
福
島
の
森
林
・
林

業
の
再
生
に
向
け
た
総
合
的
な
取
組
」
を
着

実
に
実
施
し
て
い
る
。

木材供給量と木材自給率の推移
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建
物
災
害
共
済
事
業

建
物
災
害
共
済
事
業
は
、
町
村
の
所
有
す
る

建
物
等
が
火
災
や
自
然
災
害
等
に
よ
っ
て
生
じ

た
損
害
を
相
互
救
済
す
る
た
め
、
昭
和
二
十
三

年
四
月
よ
り
地
方
自
治
法
第
二
六
三
条
の
二

（
相
互
救
済
事
業
経
営
の
委
託
）
の
規
定
に
基

づ
い
て
、
実
施
し
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

こ
の
間
、
共
済
委
託
町
村
並
び
に
各
都
道
府

県
町
村
会
の
ご
理
解
と
多
大
な
協
力
を
得
て
事

業
を
実
施
す
る
と
と
も
に
共
済
委
託
団
体
の
財

政
負
担
の
軽
減
を
は
か
り
、
共
済
委
託
物
件
の

加
入
推
進
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

本
年
度
の
共
済
基
金
分
担
金
収
入
六
二
億

八
、
〇
六
二
万
余
円
等
を
含
む
経
常
収
益
合
計

は
、
百
億
九
、
八
一
二
万
余
円
で
、
共
済
金
二

七
億
九
、
九
三
八
万
余
円
を
含
む
経
常
費
用
は
、

七
八
億
四
、
四
九
一
万
余
円
と
な
り
、
異
常
危

険
準
備
金
の
繰
入
等
を
行
っ
た
結
果
、
当
期
一

般
正
味
財
産
増
減
額
は
十
億
五
、
八
八
〇
万
余

円
と
な
っ
た
。

本
年
度
の
受
託
及
び
罹
災
状
況
等
は
、
次
の

と
お
り
で
あ
る
。

１
、
受
託
状
況

本
年
度
の
受
託
実
績
は
、
表
（
１
）
の
と
お

り
で
あ
る
。

受
託
件
数
は
三
八
五
、
八
一
七
件
で
、
前
年

度
比
一
、一
一
六
件（
同
〇
・
三
％
）の
増
と
な
っ

た
。
ま
た
、
共
済
責
任
額
は
前
年
度
比
二
〇
四

億
余
円
減
の
三
一
兆
六
、
七
六
九
億
余
円
と

な
っ
た
。
収
入
分
担
金
は
六
二
億
八
、
〇
六
二

万
余
円
で
、
前
年
度
実
績
六
二
億
七
、
〇
七
五

万
余
円
に
比
し
九
八
七
万
余
円
（
同
〇
・
二
％
）

の
増
と
な
っ
た
。

２
、
罹
災
状
況

本
年
度
の
罹
災
状
況
は
、
表
（
２
）
の
と
お

り
で
あ
る
。

罹
災
件
数
は
四
、
二
三
八
件
で
、
前
年
度
よ

り
七
五
三
件
（
同
一
五
・
一
％
）
の
減
と
な
り
、

支
払
共
済
金
は
前
年
度
よ
り
七
億
二
、
九
六
二

万
余
円
（
同
二
〇
・
七
％
）
減
の
二
七
億
九
、

九
三
八
万
余
円
と
な
っ
た
。

な
お
、
収
入
分
担
金
六
二
億
八
、
〇
六
二
万

余
円
に
対
す
る
損
害
率
は
四
四
・
六
％
で
あ
る
。

３
、
用
途
別
罹
災
状
況

用
途
別
の
罹
災
状
況
は
、
表
（
３
）
の
と
お

り
で
あ
る
。

罹
災
件
数
は
学
校
関
係
施
設
が
最
も
多
く
、

支
払
共
済
金
及
び
用
途
別
の
損
害
率
に
お
い
て

は
環
境
衛
生
施
設
が
最
も
高
く
な
っ
て
い
る
。

４
、
支
払
備
金

既
発
生
事
故
で
あ
っ
て
共
済
金
が
未
請
求
と

な
っ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
損
害
共
済
金

を
概
算
見
積
り
の
う
え
、
二
〇
億
七
、
一
二
五

万
余
円
を
本
年
度
支
払
備
金
と
し
て
計
上
し
た
。

５
、
異
常
危
険
準
備
金

風
水
災
、
地
震
・
津
波
等
の
巨
大
災
害
リ
ス

表⑴　建物共済受託実績
区　　　分 平成28年度 平成27年度 比較増減 増減率

件　　　数 385,817件 384,701件 1,116件 0.3％

共済責任額 31,676,957,162千円 31,697,357,274千円 △20,400,112千円 △0.1％

収入分担金 6,280,629,522円 6,270,756,345円 9,873,177円 0.2％

表⑵　建物共済罹災状況
区　　　分 平成28年度 平成27年度 比較増減 増減率

件　　　数 4,238件 4,991件 △753件 △15.1％

支払共済金 2,799,380,061円 3,529,003,924円 △729,623,863円 △20.7％

損　害　率 44.6％ 56.2％ △11.6％ ─

（注）△印は減を示す。

表⑶　建物共済用途別罹災状況
用　途　別 件　　数 支払共済金 損　害　率

建　

物　

共　

済

学 校 関 係 施 設 837件（� 19.7％） 302,867,305円（� 10.8％） 4.8％（� 22.2％）

役 場 関 係 施 設 418　（� 9.9　） 229,987,797　（� 8.2　） 3.7　（� 54.9　）

医 療 関 係 施 設 62　（� 1.5　） 20,983,116　（� 0.7　） 0.3　（� 9.4　）

住 宅 施 設 359　（� 8.5　） 199,882,614　（� 7.1　） 3.2　（� 41.6　）

社会教育･文化施設 491　（� 11.6　） 276,149,635　（� 9.9　） 4.4　（� 30.1　）

福 祉 関 係 施 設 283　（� 6.7　） 97,762,135　（� 3.5　） 1.5　（� 17.5　）

体育･レクリエーション施設 527　（� 12.4　） 620,997,235　（� 22.2　） 9.9　（� 73.9　）

環 境 衛 生 施 設 514　（� 12.1　） 670,684,258　（� 24.0　）10.7　（� 96.4　）

そ の 他 の 施 設 747　（� 17.6　） 380,065,966　（� 13.6　） 6.1　（� 52.1　）

合　　　　　　　計 4,238　（�100.0　）2,799,380,061　（�100.0　）44.6　（　―　）

（注）�損害率は総分担金収入に対する用途別の損害率であり、（��）は各用途別区
分収入に対する用途別の損害率である。

表⑷　建物共済災害見舞金給付状況等
区　　　分 過年度罹災支払額 平成28年度

件 数 37件 －　　件

災 害 見 舞 金 給 付 額 71,328,999円 －　　円

未 払 費 用 17,438,966円 1,749,193,408円

合 計 88,767,965円 1,749,193,408円

　

一
般
財
団
法
人
全
国
自
治
協
会
は
、
地
方
自
治
法
第
二
六
三
条
の
二
の
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
い
て
公
有
物
件
（
建
物
・
自
動
車
）
の
災

害
共
済
事
業
を
行
っ
て
い
る
。
平
成
二
十
九
年
六
月
十
六
日
開
催
の
理
事
会
の
承
認
を
得
、
同
日
の
定
時
評
議
員
会
に
お
い
て
、
平
成

二
十
八
年
度
事
業
報
告
及
び
決
算
に
つ
い
て
報
告
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
そ
の
概
要
を
公
表
す
る
。
町
村
週
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の
掲
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災
害
共
済
規
約
第
十
八
条
の
『
地
方
自
治
法
二
六
三
条
の
二
の
第
二
項
に
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事
業
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経
営
状
況
の
通
知
等
は
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町
村
週
報
」
に
掲
載

す
る
』
と
の
定
め
に
よ
る
も
の
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あ
る
。

公
有
物
件
災
害
共
済
事
業
の
概
要
報
告

平
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十
八
年
度
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会
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ク
に
備
え
る
た
め
の
異
常
危
険
準
備
金
は
一
〇

八
億
六
、
五
三
八
万
余
円
と
な
っ
た
。

６
、
災
害
見
舞
金

災
害
見
舞
金
は
、
自
然
災
害
（
地
震
・
噴
火
・

津
波
に
よ
る
損
害
）
に
対
し
て
給
付
す
る
が
、

本
年
度
に
お
い
て
は
、
表
（
４
）
の
と
お
り
で

あ
る
。

７
、
諸
積
立
金

本
年
度
末
に
お
け
る
基
金
積
立
金
（
財
産
収

入
を
も
っ
て
造
成
）及
び
運
営
準
備
積
立
金（
事

業
剰
余
金
の
積
立
）
の
総
額
は
三
四
五
億
一
、

八
七
三
万
余
円
と
な
り
、
そ
の
内
訳
は
、
基
金

積
立
金
三
三
一
億
六
、
三
七
八
万
余
円
、
運
営

準
備
積
立
金
一
三
億
五
、四
九
五
万
余
円
で
あ
る
。

８
、
消
防
設
備
資
金
融
資

共
済
事
業
委
託
町
村
等
に
対
す
る
還
元
融
資

と
し
て
の
消
防
設
備
資
金
の
貸
付
状
況
は
表

（
５
）
の
と
お
り
で
あ
る
。

自
動
車
損
害
共
済
事
業

自
動
車
損
害
共
済
事
業
は
、
町
村
が
管
理
、

使
用
す
る
自
動
車
に
つ
い
て
生
じ
た
損
害
及
び

自
動
車
に
よ
っ
て
生
じ
た
共
済
委
託
町
村
が
被

る
法
律
上
の
損
害
賠
償
額
を
相
互
に
救
済
す
る

た
め
、
建
物
災
害
共
済
事
業
と
同
様
、
地
方
自

治
法
第
二
六
三
条
の
二
（
相
互
救
済
事
業
経
営

の
委
託
）
の
規
定
に
よ
る
共
済
事
業
と
し
て
、

昭
和
三
十
三
年
十
月
に
発
足
し
、
現
在
に
至
っ

て
い
る
。
こ
の
間
、
共
済
委
託
町
村
並
び
に
各

都
道
府
県
町
村
会
の
ご
理
解
と
多
大
な
協
力
を

得
て
事
業
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
事
故
に

よ
っ
て
生
ず
る
事
故
処
理
に
つ
い
て
は
査
定
専

門
員
を
配
置
し
、
査
定
体
制
の
強
化
を
は
か
り
、

早
期
か
つ
適
正
な
解
決
に
努
め
て
い
る
。

本
年
度
の
共
済
基
金
分
担
金
収
入
二
七
億

六
、
〇
三
六
万
余
円
等
を
含
む
経
常
収
益
合
計

は
、
三
二
億
一
、
五
二
六
万
余
円
で
、
共
済
金

一
五
億
七
、
六
二
八
万
余
円
等
を
含
む
経
常
費

用
は
、
二
七
億
六
、
七
八
八
万
余
円
と
な
り
、

異
常
危
険
準
備
金
の
戻
入
等
を
行
っ
た
結
果
、

当
期
一
般
正
味
財
産
増
減
額
は
、
一
億
七
、
六

四
四
万
余
円
と
な
っ
た
。

本
年
度
の
受
託
及
び
損
害
状
況
等
は
、
次
の

と
お
り
で
あ
る
。

１
、
受
託
状
況

本
年
度
の
受
託
実
績
は
、
表
（
６
）
の
と
お

り
で
あ
っ
て
、
共
済
基
金
分
担
金
収
入
総
額
は
、

二
七
億
六
、
〇
三
六
万
余
円
で
前
年
度
実
績
に

比
し
、
一
、
四
五
三
万
余
円
（
〇
・
五
％
）
の

減
と
な
っ
た
。

共
済
種
別
毎
の
受
託
状
況
で
は
、
車
両
共
済

に
お
い
て
は
、
一
〇
八
、
六
四
九
台
で
前
年
度

比
六
九
四
台
（
〇
・
六
％
）
の
減
、
収
入
分
担

金
一
二
億
五
、
八
五
七
万
余
円
で
、
前
年
度
比

七
二
八
万
余
円
（
〇
・
六
％
）
の
減
と
な
っ
た
。

ま
た
、
賠
償
共
済
に
お
い
て
は
対
物
賠
償
共
済

一
一
二
、
八
四
七
台
で
前
年
度
比
五
七
四
台

（
〇
・
五
％
）、
対
人
賠
償
共
済
一
一
二
、
六
七

八
台
で
、
前
年
度
比
五
六
六
台
（
〇
・
五
％
）

そ
れ
ぞ
れ
減
少
し
、
収
入
分
担
金
は
対
物
賠
償

共
済
九
億
七
、
〇
二
二
万
余
円
で
前
年
度
比
二

〇
四
万
余
円
（
〇
・
二
％
）
の
減
、
対
人
賠
償

共
済
は
五
億
三
、
一
五
六
万
余
円
で
、
前
年
度

比
五
二
〇
万
余
円（
一
・
〇
％
）の
減
と
な
っ
た
。

２
、
損
害
の
状
況

本
年
度
の
損
害
状
況
は
、
表
（
７
）
の
と
お

り
で
あ
る
。

損
害
件
数
は
車
両
共
済
で
七
、
二
九
四
件
、

前
年
度
比
二
〇
件
の
減
、
対
物
賠
償
共
済
は
一
、

七
四
三
件
、
前
年
度
比
一
五
四
件
の
減
、
対
人

賠
償
共
済
は
一
四
九
件
で
前
年
度
比
一
五
件
減

少
し
た
。

ま
た
、
損
害
率
に
お
い
て
は
前
年
度
に
比
べ
、

車
両
共
済
が
〇
・
一
％
減
少
、
対
物
賠
償
共
済

は
一
・
三
％
減
少
、
対
人
賠
償
共
済
は
七
・
五
％

増
加
し
た
。

３
、
支
払
備
金

既
発
生
事
故
で
あ
っ
て
共
済
金
が
未
請
求
と

な
っ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
損
害
共
済
金
を

概
算
見
積
り
の
上
、
本
年
度
支
払
備
金
と
し
て
八

三
五
件
、
四
億
五
、
二
五
九
万
余
円
を
計
上
し
た
。

４
、
異
常
危
険
準
備
金

大
事
故
支
払
リ
ス
ク
に
備
え
る
た
め
、
四
四

億
一
、
六
六
〇
万
余
円
を
異
常
危
険
準
備
金
と

し
て
計
上
し
た
。

５
、
諸
積
立
金

本
年
度
末
に
お
け
る
基
金
積
立
金
（
財
産
収

入
を
も
っ
て
造
成
）及
び
運
営
準
備
積
立
金（
事

業
剰
余
金
の
積
立
）
の
総
額
は
、
一
三
〇
億
一
、

五
三
三
万
余
円
と
な
り
、
そ
の
内
訳
は
、
基
金

積
立
金
四
八
億
七
、
七
七
八
万
余
円
、
運
営
準

備
積
立
金
八
一
億
三
、
七
五
四
万
余
円
で
あ
る
。

表⑸　消防設備資金融資
貸 付 年 度 貸付件数 貸　付　額 償還済額 本年度末未償還元金

平成22年度 81件 1,674,900千円 1,467,748千円 207,152千円

平成23年度 88件 1,957,200千円 1,447,420千円 509,780千円

平成24年度 82件 1,631,000千円 900,226千円 730,774千円

平成25年度 71件 1,515,700千円 568,832千円 946,868千円

平成26年度 66件 945,600千円 175,040千円 770,560千円

平成27年度 89件 2,003,800千円 0千円 2,003,800千円

平成28年度 73件 2,437,900千円 0千円 2,437,900千円

合　　　計 550件 12,166,100千円 4,559,266千円 7,606,834千円

表⑹　自動車共済受託実績

区　　　分 車�両�共�済
賠　償　共　済

合　　　計
対　　　物 対　　　人

平
成
28
年
度

台　　 数 108,649台 112,847台 112,678台 334,174台

収入分担金 1,258,571,220円 970,225,290円 531,566,160円 2,760,362,670円
平
成
27
年
度

台　　 数 109,343台 113,421台 113,244台 336,008台

収入分担金 1,265,853,390円 972,266,020円 536,774,740円 2,774,894,150円
比
較
増
減
（
％
）

台 数 △694台 △574台 △566台 △1,834台
（△0.6％） （△0.5％） （△0.5％） （△0.6％）

収入分担金 △7,282,170円 △2,040,730円 △5,208,580円 △14,531,480円
（△0.6％） （△0.2％） （△1.0％） （△0.5％）

（注）△印は減を示す。

表⑺　自動車共済損害状況

区　　　分 車�両�共�済
賠　償　共　済

合　　　計
対　　　物 対　　　人

平
成
28
年
度

件 数 7,294件 1,743件 149件 9,186件

支払共済金 1,154,172,210円 329,427,983円 92,683,005円 1,576,283,198円

損 害 率 （91.7％） （34.0％） （17.4％） （57.1％）

平
成
27
年
度

件 数 7,314件 1,897件 164件 9,375件

支払共済金 1,162,619,866円 342,844,107円 53,329,472円 1,558,793,445円

損 害 率 （91.8％） （35.3％） （9.9％） （56.2％）
比
較
増
減（
％
）

件 数 △20件 △154件 △15件 △189件

支払共済金 △8,447,656円 △13,416,124円 39,353,533円 17,489,753円

損 害 率 （△0.1％） （△1.3％） （7.5％） （0.9％）

（注）損害率＝支払共済金／収入分担金　△印は減を示す。
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新
任
都
道
府
県
町
村
会
長
の
略
歴

町 村 週 報 （第三種郵便物認可） 第3008号9　平成29年 7 月31日
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山
形
県
町
村
会
は
平
成
29
年
５
月
22
日
の

平
成
29
年
第
２
回
総
会
で
次
の
通
り
会
長
を

選
出
し
た
。

�

（
５
月
22
日
就
任
）

山
形
県
町
村
会
長

最も
が
み上
郡
最も
が
み上
町
長

髙た
か 
橋は
し

　
重し
げ 

美み

昭
和
23
年
８
月
21
日
生

【
住
所
】
最
上
郡
最
上
町
大
字
若
宮
８
０
４

番
地

【
町
村
長
と
し
て
の
当
選
回
数
】
４
回

【
町
村
長
に
就
任
す
る
ま
で
の
経
歴
】
▽
昭

和
59
年
７
月
最
上
町
農
業
委
員
▽
平
成
３
年

９
月
最
上
町
議
会
議
員
▽
平
成
14
年
10
月
最

上
町
長

【
町
村
会
関
係
の
経
歴
】
▽
平
成
20
年
４
月

最
上
地
方
町
村
会
長
▽
平
成
21
年
５
月
山
形

県
町
村
会
副
会
長

【
主
な
業
績
】
▽
認
定
こ
ど
も
園
あ
た
ご
こ

ど
も
園
開
設
▽
若
者
定
住
モ
デ
ル
タ
ウ
ン
整

備
▽
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
▽

義
務
教
育
期
間
の
医
療
費
無
償
化
▽
保
育
料

無
料
化
▽
役
場
庁
舎
耐
震
補
強
・
大
規
模
改

修
工
事
▽
向
町
小
学
校
、
大
堀
小
学
校
耐
震

補
強
・
大
規
模
改
修
工
事
▽
最
上
中
学
校
大

規
模
改
修
工
事

【
趣
味
】
読
書

【
家
族
】
妻
、
母
、
息
子
夫
婦
、
孫

　

静
岡
県
町
村
会
は
平
成
29
年
６
月
20
日
の

総
会
で
次
の
通
り
会
長
を
選
出
し
た
。

�

（
６
月
24
日
就
任
）

静
岡
県
町
村
会
長

駿す
ん
と
う東
郡
清し
み
ず水
町
長

山や
ま 

本も
と

　
博ひ
ろ 

保や
す

昭
和
12
年
10
月
27
日
生

【
住
所
】
駿
東
郡
清
水
町
堂
庭
61

－

４

【
町
村
長
と
し
て
の
当
選
回
数
】
３
回

【
町
村
長
に
就
任
す
る
ま
で
の
経
歴
】
▽
昭

和
58
年
清
水
町
議
会
議
員
（
平
成
15
年
に
５

期
目
当
選
）
▽
平
成
３
年
清
水
町
議
会
議
長

▽
平
成
19
年
清
水
町
長

【
町
村
会
関
係
の
経
歴
】
▽
平
成
21
年
（
～

平
成
25
年
）、
平
成
27
年
静
岡
県
町
村
会
監

事【
主
な
業
績
】
▽
沼
津
市
と
の
信
頼
関
係
の

回
復
に
よ
り
ご
み
・
し
尿
の
安
定
的
な
処
理

の
確
保
▽
民
間
保
育
所
等
町
内
教
育
施
設
の

整
備
▽
こ
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
の
高
校
３

年
生
ま
で
現
物
給
付
化
▽
町
体
育
館
等
耐
震

補
強
工
事
実
施
▽
証
明
書
コ
ン
ビ
ニ
交
付

サ
ー
ビ
ス
開
始
等
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
▽

町
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
ゆ
う
す
い
く
ん

作
成
▽
清
水
町
い
じ
め
問
題
対
策
連
絡
協
議

会
等
設
置
条
例
制
定
▽
地
域
通
貨
「
ゆ
う
す

い
ポ
イ
ン
ト
」
制
度
の
実
施
▽
町
内
幹
線
道

路
等
イ
ン
フ
ラ
整
備

【
趣
味
】
陶
芸
、
水
墨
画
観
賞
、
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ

【
家
族
】
妻

　

鳥
取
県
町
村
会
は
平
成
29
年
６
月
29
日
の

総
会
で
次
の
通
り
会
長
を
選
出
し
た
。

�

（
６
月
30
日
就
任
）

鳥
取
県
町
村
会
長

西さ
い
は
く伯

郡
伯ほ
う
き耆

町
長

森も
り 

安や
す

　
保た
も
つ

昭
和
33
年
２
月
22
日
生

【
住
所
】
西
伯
郡
伯
耆
町
小
野
４
３
５
番
地

【
町
村
長
と
し
て
の
当
選
回
数
】
３
回

【
町
村
長
に
就
任
す
る
ま
で
の
経
歴
】
▽
昭

和
55
年
鳥
取
県
職
員
▽
平
成
18
年
鳥
取
県
企

画
部
自
立
戦
略
課
長
▽
平
成
19
年
鳥
取
県
市

場
開
拓
局
長
▽
平
成
21
年
伯
耆
町
長

【
町
村
会
関
係
の
経
歴
】
▽
平
成
25
年
鳥
取

県
町
村
会
監
事
▽
平
成
27
年
鳥
取
県
西
部
町

長
会
会
長
、
鳥
取
県
町
村
会
副
会
長

【
主
な
業
績
】
▽
紙
お
む
つ
燃
料
化
施
設
整

備
事
業
▽
学
校
施
設
等
の
耐
震
化
、
空
調
、

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
等
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
▽
保
育
施

設
等
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
、
増
設
▽
上
下
水
道

施
設
の
更
新
、
統
合
▽
道
路
拡
幅
改
良
▽
防

災
拠
点
機
能
強
化
▽
Ｌ
Ｅ
Ｄ
街
灯
の
大
規
模

導
入
▽
少
人
数
学
級
等
教
育
の
充
実
▽
保
育

料
低
減
、
乳
児
（
０
歳
児
）
家
庭
保
育
支
援

給
付
金
事
業
▽
和
牛
等
畜
産
物
の
振
興
と
販

路
拡
大
▽
町
土
地
開
発
公
社
の
債
務
解
消
と

公
社
解
散
▽
町
立
写
真
美
術
館
運
営
の
町
直

営
化
▽
温
泉
施
設
と
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ス
タ
ジ

オ
「
パ
ル
プ
ラ
ス
オ
ン
」
オ
ー
プ
ン

【
趣
味
】
読
書

【
家
族
】
妻
、
長
男
、
次
男

　◎
町
村
週
報
の
ご
購
読
◎

　「
町
村
週
報
」の
購
読
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
は
が
き
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル

（kouhou@
zck.or.jp

）に
て
、
全
国
町
村

会
広
報
部
ま
で
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

★
年
間
購
読
料
１
、５
０
０
円（
送
料
込
み
）

★
請
求
書
を
送
付
い
た
し
ま
す
の
で
、
折

り
返
し
お
振
り
込
み
下
さ
い
。



　

消
防
団
員
は
消
防
士
（
消
防
職
員
）
と

は
異
な
る
民
間
組
織
に
所
属
す
る
人
た
ち

の
こ
と
で
あ
る
。
消
防
団
は
戦
前
の
警
防

団
（
空
襲
や
災
害
か
ら
住
民
を
守
る
た
め

の
団
体
）
が
前
身
だ
そ
う
だ
が
、
戦
後
防

災
組
織
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
、
地
域
に

欠
か
せ
な
い
存
在
と
し
て
定
着
し
て
き

た
。
し
か
し
近
年
、
そ
の
将
来
を
危
ぶ
む

声
が
高
ま
っ
て
い
る
。

　

心
配
さ
れ
て
い
る
の
は
、
消
防
団
員
数

の
減
少
で
あ
る
。
総
務
省
消
防
庁
消
防
団

デ
ー
タ
集
「
消
防
団
に
関
す
る
数
値
デ
ー

タ
」に
よ
る
と
、平
成
28
年
4
月
1
日
現

在
、全
国
の
団
員
数
は
85
万
6
、２
７
８
人

で
あ
る
。当
該
資
料
で
は
昭
和
31（
１
９
５

６
）
年
以
降
の
団
員
数
を
毎
年
列
記
し
て

い
る
が
、
当
初
の
団
員
数
は
１
８
０
万
人

超
、
60
年
以
上
経
過
し
た
現
在
は
半
数
以

下
ま
で
減
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
ち
な
み

に
20
年
前
の
平
成
9
年
と
比
較
す
る
と
、

11
・
5
％
の
減
、
10
年
前
の
平
成
19
年
と

の
比
較
で
は
4
・
1
％
の
下
降
で
あ
る
。

　

一
方
、
団
員
の
平
均
年
齢
は
年
を
追
う

ご
と
に
上
昇
。
平
成
26
年
ま
で
は
30
歳
代

を
維
持
し
て
き
た
が
、
27
年
に
は
40
歳
代

に
到
達
、
現
在
は
40
・
5
歳
で
あ
る
。

　

ま
た
、
年
齢
構
成
で
は
、
60
歳
以
上
の

団
員
比
率
が
5
・
４
％
、
算
出
す
る
と
4

万
6
、
２
３
９
人
。
現
在
消
防
団
は
、
高

齢
者
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で
あ

る
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
女
性
消
防
団

員
の
存
在
が
重
要
性
を
増
し
て
い
る
。
平

成
28
年
4
月
現
在
、
女
性
団
員
数
は
2
万

3
、
８
９
９
人
、
全
体
に
占
め
る
比
率
は

2
・
8
％
で
あ
る
。
昭
和
20
年
代
か
ら
女

性
団
員
は
い
た
が
、
昭
和
59
年
消
防
庁
が

消
防
団
活
性
化
対
策
の
一
つ
と
し
て
、
女

性
団
員
確
保
を
打
ち
出
し
て
か
ら
少
し
づ

つ
増
え
て
き
た
。
消
防
団
の
担
い
手
と
し

て
女
性
と
並
ん
で
熱
い
視
線
を
向
け
ら
れ

て
い
る
の
が
学
生
層
で
、
現
在
全
国
に

3
、
０
０
０
人
強
、
今
後
の
広
が
り
が
期

待
さ
れ
る
。

　

ま
た
従
来
、
地
元
の
農
林
漁
業
従
事
者

や
小
売
店
主
な
ど
の
比
率
が
高
か
っ
た

が
、
現
状
で
は
消
防
団
員
の
72
・
9
％
は

会
社
員
な
ど
の
被
雇
用
者
で
あ
る
。

　

一
方
、
消
防
職
員
数
は
現
在
16
万
人
強

で
、
年
々
増
加
傾
向
だ
が
、
全
国
く
ま
な

く
災
害
に
対
応
す
る
の
は
不
可
能
。
消
防

団
の
存
在
の
重
要
性
は
い
う
ま
で
も
な

い
。

　

消
防
団
員
数
の
減
少
に
は
、
高
齢
化
、

過
疎
化
、
入
団
対
象
年
齢
と
な
る
若
者
人

口
の
減
少
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
崩
壊
と

い
っ
た
き
わ
め
て
今
日
的
な
問
題
が
原
因

と
し
て
指
摘
さ
れ
る
。
消
防
庁
や
各
自
治

体
で
は
、
団
員
確
保
や
活
性
化
の
た
め
の

多
様
な
活
動
を
実
施
し
て
い
る
が
、
課
題

は
多
い
。
具
体
的
に
は
、「
消
防
団
の
存

在
を
知
ら
な
い
」、「
活
動
内
容
が
わ
か
ら

な
い
」、「
家
族
の
理
解
が
乏
し
い
」、「
消

防
団
の
体
質
に
な
じ
め
な
い
」、「
訓
練
や

行
事
参
加
な
ど
と
仕
事
と
の

両
立
が
困
難
」
な
ど
の
理
由

が
、
消
防
団
に
入
ら
な
い
理

由
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い

る
。

　

今
後
は
広
報
活
動
の
徹

底
、
企
業
対
応
な
ど
外
部
環

境
の
整
備
、
消
防
団
自
体
の

改
善
や
見
直
し
な
ど
が
重
要

と
い
え
る
。

　

地
域
知ち

悉し
つ

力
、
要
員
動
員

力
、
即
時
対
応
力
に
優
れ
た

日
本
の
消
防
団
は
、
世
界
に

も
類
の
な
い
防
災
組
織
だ
と

い
う
。
地
域
社
会
の
再
構
築

の
点
か
ら
も
、
消
防
団
の
灯

を
絶
や
し
て
は
な
ら
な
い
。

消防団員の推移と現状

団員数の推移 平成 28年団員特性

平成 9年（20年前） 968,081人 平均年齢 40.5歳

平成 19年（10年前） 892,893人 60歳以上比率 5.4%

平成 28年 856,278人 → 女性団員数 23,899人

伸
び
率

平成 28年 /9年 － 11.5% 女性比率 2.8%

平成 28年 /19年 － 4.1% 被雇用者団員比率 72.9%

〔注 1〕平成 28年消防職員数＝ 16万 3,043人
〔注 2〕伸び率＝（平成 28年－平成 9年及び 19年）÷平成 9年及び 19年
　資料出所： 総務省消防庁、消防団データ集「消防団に関する数値データ」  

各年とも 4月 1日の数値

消
防
団
員
数
が
年
々
減
少

～
地
域
防
災
の
灯
を
絶
や
す
な
～

㈱
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
花
傳
舎
　
代
表
取
締
役
　
山
田
　
哲
也

D A T A
N O W
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（独）国立青少年教育振興機構の貧困対策 ≪学生サポーターの紹介≫

国立青少年教育振興機構は、我が国の青少年教育のナショナルセンターとして、青少年をめぐる様々な課題へ対応するため、青少年に対し
教育的な観点から、より総合的・体系的な一貫性のある体験活動等の機会や場を提供するとともに、青少年教育指導者の養成及び資質向上、
青少年教育に関する調査及び研究、関係機関・団体等との連携促進、青少年教育団体が行う活動に対する助成を行い、我が国の青少年教育
の振興及び青少年の健全育成を図ることを目指しています。

学生サポーター制度の概要
◆募集対象：①児童養護施設又は母子生活支援施設に在所

しており、次年度高等教育機関（大学、短大、
高専（第４学年又は第５学年）、専門学校）に
進学を予定している高校生等

②上記施設出身で高等教育機関に在学する学生
◆業務内容：①「生活・自立支援キャンプ」の支援・補助

②その他教育事業等の支援・補助
③施設運営の補助 等

◆業務時間：年間８００時間程度
※学業等との両立のため,４００、６００時間も可。その場合、報酬も縮減。

◆業務場所：国立青少年教育施設（全国２８施設）
◆報酬：月額１０万円×１２か月 ※交通費実費支給、施設宿泊費無料

児童養護施設や母子生活支援施設出身の学生を「学生サポーター」として国立青少年教育施設に配置。
学生サポーターは「生活・自立支援キャンプ」やその他教育事業の支援等を業務として行う。

機構は業務に対する報酬として毎月定額を支給。

報酬（月額１０万円）

生活支援 自立支援

研修支援・教育事業の支援・補助等

社会的経験の蓄積・自己有用感の醸成
社会性や自己肯定感の向上

指導者養成
体験活動の推進

国立青少年教育振興機構学生サポーター
（児童養護施設出身の学生等）

お問い合わせ先 〒151-0052 東京都渋谷区代々木神園町3-1
TEL：03-6407-７７３１ FAX：03-6407-７６２９
http://www.niye.go.jp/
総務企画部総務企画課「学生サポーター」担当

（平日９時～１７時４５分）

〒151-0052 東京都渋谷区代々木神園町3-1
TEL：03-6407-７７３１ FAX：03-6407-７６２９
http://www.niye.go.jp/
総務企画部総務企画課「学生サポーター」担当

（平日９時～１７時４５分）

活動場所

１. 教育事業
青少年及び青少年教育指導者等を対象とする教育事業の実施

●青少年教育に関する地域力向上等のためのモデル的事業の開発
●グローバル人材の育成を見据えた国際事業の推進
●青少年教育指導者等の養成及び資質の向上
●青少年の体験活動等の重要性に係る普及・啓発
・「体験の風をおこそう」運動
・「早寝早起き朝ごはん」国民運動 等

●子供の貧困対策

２. 研修支援

青少年及び青少年教育指導者等を対象とする研修に対する支援
●青少年等に集団宿泊体験や自然体験等を通じた学ぶ場や様々な機
会の提供

•研修目的の達成に向けた教育指導・助言
•活動プログラムの提供

　全国町村会では、全国の町村との連携を密にし、町村長と町村職員のみなさんの情報収集の利便
性を向上させるため、町村専用ページ「町村.com」を開設しています。
　「町村 .com」では、全国町村会の活動状況や中央省庁などの政策情報を随時ご提供しているほか、
全国の町村の先進的な取り組み事例をはじめ、各種統計資料など様々なデータも公表しています。
　私どもは、「町村 .com」が町村関係者にとって真に役立つホームページとなることを目指し、こ

れからも充実をはかっていきたいと考えてい
ますので、ご覧になったご感想・ご意見を、下
記のメールアドレスにお寄せください。

kouhou@zck.or.jp

町村専用ページ「町村 .com」をご覧になっていますか

 http://www.zck.or.jp/choson/

・「町村 .com」は、町村関係者の方だけがご利用いただ
ける専用ページです。
  ご覧になる際は、所定のパスワードが必要になります。

・ユーザー名とパスワードは、各町村にお知らせ済み（平
成18年9月27日付）ですが、 お問い合わせは、全国町村会
広報部までメール（kouhou@zck.or.jp）でお願いいたし
ます。

町 村 週 報 （第三種郵便物認可） 第3008号11　平成29年 7 月31日
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私
が
、
国
際
空
手
道
連
盟
極
真
会
館
の

大お
お

山や
ま

倍ま
す

達た
つ

館
長
と
初
め
て
会
っ
た
の
は
約

40
年
前
の
館
長
が
当
時
54
歳
か
55
歳
の
時

だ
っ
た
と
思
う
。

「
押
忍
！
愛
媛
支
部
の
清
水
で
す
。」
と

挨
拶
し
た
時
、
何
と
も
言
え
な
い
オ
ー
ラ

と
い
う
か
、
カ
リ
ス
マ
性
を
感
じ
た
の
を

覚
え
て
い
る
。

「
こ
の
方
が
地
上
最
強
と
言
わ
れ
た
牛

殺
し
の
大
山
倍
達
館
長
か
。」
と
感
激
し

た
も
の
で
あ
る
。

握
手
し
て
も
ら
っ
た
時
の
手
の
温
も

り
、
そ
し
て
肩
幅
と
胸
板
の
厚
さ
を
今
で

も
よ
く
覚
え
て
い
る
。
鋭
い
眼
光
の
中
に

も
強
さ
イ
コ
ー
ル
優
し
さ
と
い
う
か
、
温

か
い
眼
差
し
で
あ
っ
た
の
が
強
く
印
象
に

残
っ
て
い
る
。

極
真
空
手
と
い
え
ば
、
当
時
か
ら
男
な

ら
誰
で
も
憧
れ
る
存
在
で
あ
り
、
女
性
が

美
し
く
あ
り
た
い
と
思
う
の
と
同
じ
で
、

男
な
ら
誰
で
も
強
く
な
り
た
い
と
思
う
の

が
本
能
だ
と
思
う
し
、
憧
れ
で
あ
っ
た
極

真
空
手
に
出
会
え
た
こ
と
に
大
き
な
喜
び

を
感
じ
て
い
る
。

や
が
て
開
催
50
回
を
迎
え
る
極
真
会
館

主
催
の
全
日
本
オ
ー
プ
ン
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

選
手
権
大
会
は
、
フ
ル
コ
ン
タ
ク
ト
と

言
っ
て
、
直
接
打
撃
制
つ
ま
り
素
手
で
殴

り
合
い
、
Ｋ
Ｏ
で
勝
敗
を
決
定
す
る
も
の

で
、
反
則
は
「
顔
面
へ
の
正
挙
・
肘
打
ち
・

貫
手
」「
頭
突
き
」「
金
的
」
攻
撃
の
み
で
、

そ
の
ほ
か
は
ど
こ
を
殴
っ
て
も
、
蹴
っ
て

も
良
い
。ま
さ
に
喧
嘩
そ
の
も
の
で
あ
る
。

自
分
も
極
真
会
館
に
憧
れ
て
空
手
を
始
め

た
と
は
い
え
、
ま
さ
か
全
日
本
選
手
権
に

出
場
す
る
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
。

毎
年
、
全
国
各
地
か
ら
出
場
す
る
１
２

８
名
の
選
手
間
で
闘
い
、
初
め
て
出
場
し

た
昭
和
55
年
の
第
12
回
大
会
は
、
内
弟
子

の
竹
山
晴
友
選
手
に
判
定
で
敗
れ
た
。
彼

の
印
象
は
、
前
へ
前
へ
と
向
か
う
圧
力
と

無
尽
蔵
な
ス
タ
ミ
ナ
が
凄
い
の
と
、
何
よ

り
こ
れ
が
本
部
極
真
の
教
育
な
の
か
と
感

心
す
る
ほ
ど
礼
儀
正
し
い
好
青
年
で
あ
っ

た
。彼

は
第
12
回
、
第
13
回
大
会
と
連
続
し

て
7
位
入
賞
を
果
た
し
、
い
ず
れ
優
勝
す

る
だ
ろ
う
と
言
わ
れ
て
い
た
が
、
数
年
後

に
極
真
会
館
を
離
れ
、
後
に
キ
ッ
ク
ボ
ク

シ
ン
グ
の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
な
っ
て
い

る
。成
る
べ
く
し
て
成
っ
た
選
手
で
あ
る
。

第
13
回
大
会
に
出
場
し
た
時
は
、
ス
ー

ダ
ン
（
ア
フ
リ
カ
）
の
選
手
ハ
シ
ム
・
モ

ハ
メ
ッ
ド
選
手
と
対
戦
し
、
２
０
１
㎝
、

１
０
３
㎏
の
大
男
か
ら
繰
り
出
さ
れ
る
左

上
段
回
し
蹴
り
を
受
け
て
Ｋ
Ｏ
負
け
と

な
っ
た
が
、
当
時
、
竹
山
選
手
、
ハ
シ
ム

選
手
と
も
、
い
つ
も
本
部
道
場
で
バ
リ
バ

リ
稽
古
し
て
い
て
、
負
け
た
と
は
い
え
、

売
出
し
中
の
選
手
に
負
け
た
こ
と
が
せ
め

て
も
の
救
い
か
な
と
思
っ
て
い
る
。

大
山
館
長
の
講
演
の
中
で
、
我
々
門
下

生
に
対
し
い
つ
も
必
ず
「
君
た
ち
、
親
の

す
ね
は
か
じ
れ
る
う
ち
は
思
い
っ
き
り
か

じ
り
な
さ
い
。
そ
の
代
わ
り
、
君
た
ち
が

一
人
前
に
な
っ
た
暁
に
は
受
け
た
恩
を
何

十
倍
に
も
し
て
お
返
し
す
る
ん
だ
よ
。
親

孝
行
の
で
き
な
い
者
は
、
何
を
や
っ
て
も

成
功
す
る
こ
と
は
な
い
か
ら
ね
。」
と
言

わ
れ
て
い
た
。
一
般
的
に
親
の
す
ね
を
か

じ
る
と
い
う
こ
と
は
「
親
の
す
ね
ば
か
り

を
か
じ
っ
て
！
」
と
か
「
親
の
す
ね
か
じ

り
が
！
」
と
い
う
よ
う
に
、
親
が
子
を
叱

り
戒
め
る
時
に
使
う
言
葉
だ
が
、
当
時
の

館
長
の
年
に
近
づ
い
た
時
、
そ
の
言
葉
の

意
味
を
重
く
受
け
止
め
た
こ
と
を
覚
え
て

い
る
。

と
こ
ろ
で
、近
年
、少
子
高
齢
化
が
急
激

に
進
ん
で
い
く
中
、
学
校
の
い
じ
め
に
よ

る
生
徒
の
自
殺
報
道
が
後
を
絶
た
な
い
。

最
近
で
は
、約
1
年
半
前
の
某
市
で「
い

じ
め
ら
れ
た
く
な
い
」
と
日
記
に
残
し
て

命
を
絶
っ
た
生
徒
を
め
ぐ
り
、
当
初
「
重

大
事
態
に
該
当
し
な
い
。」
と
し
て
い
た

教
育
委
員
会
が
、
議
決
を
撤
回
し
「
自
死

が
重
大
事
態
だ
っ
た
。」
と
撤
回
理
由
を

説
明
し
、
遺
族
に
対
し
配
慮
に
欠
け
た
判

断
だ
っ
た
と
謝
罪
し
た
と
あ
っ
た
。

「
自
死
が
重
大
事
態
」
で
あ
る
こ
と
は

当
然
で
あ
り
、
今
回
の
こ
と
だ
け
で
は
な

く
、
こ
う
い
っ
た
対
応
に
は
今
更
と
い
っ

た
憤
り
を
感
じ
る
。

先
般
も
福
島
原
発
事
故
に
よ
り
、
避
難

し
た
先
で
5
年
以
上
に
わ
た
っ
て
い
じ
め

に
あ
い
、
金
品
を
１
５
０
万
円
も
巻
き
上

げ
ら
れ
た
り
、「
菌
」
呼
ば
わ
り
さ
れ
て

い
た
り
と
い
う
、
い
じ
め
の
内
容
が
明
ら

か
に
さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
こ
の
少

年
は
「
死
の
う
と
思
っ
た
が
震
災
で
多
く

の
人
が
亡
く
な
っ
た
。
だ
か
ら
僕
は
生
き

よ
う
と
思
っ
た
。」
と
綴
っ
て
い
た
。
何

と
健
気
で
い
と
お
し
い
こ
と
か
、
強
く
生

き
て
い
っ
て
欲
し
い
。

こ
の
よ
う
に
報
道
さ
れ
る
も
の
ば
か
り

で
な
く
、
報
道
さ
れ
な
い
こ
と
も
数
多
く

あ
る
と
思
わ
れ
、
こ
れ
ら
は
氷
山
の
一
角

で
い
じ
め
は
一
向
に
後
を
絶
た
な
い
の
で

は
な
い
か
と
考
え
る
。

一
部
の
報
道
で
は
あ
ろ
う
こ
と
に
教
員

ま
で
一
緒
に
な
っ
て
い
じ
め
て
い
た
り
、

見
て
見
ぬ
ふ
り
を
し
て
い
た
り
な
ど
、
情

け
な
い
も
の
も
あ
る
。

自
分
が
し
た
こ
と
や
言
っ
た
こ
と
の
責

任
が
と
れ
な
い
よ
う
で
は
、
社
会
か
ら
の

信
頼
を
得
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

「
義
を
見
て
せ
ざ
る
は
勇
な
き
な
り
」

と
言
う
が
「
惻そ

く

隠い
ん

の
情

じ
ょ
う
」
は
な
い
の
だ
ろ

う
か
。

「
正
義
な
き
力
は
無
能
な
り
。
力
な
き

正
義
も
無
能
な
り
。」
押
忍
！

清
し

水
みず

　雅
まさ

文
ふみ

愛媛県町村会長・愛
あい

南
なん

町長

極真空手に魅せられて
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